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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

介護福祉経営士１・２級資格認定試験
受験申込
8月2日（火）
から受付開始

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会主催

１１月13日（日）実施

団体受験　◇受験者が複数名の場合、団体でまとめてお申し込みできます。
　　　　　◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで…http://www.nkfk.jp/

介護福祉経営士テキストのご案内

実践編　全11巻
価格：25,710円（税込）

介護福祉経営士１級試験 準拠

基礎編　全10巻
価格：23,660円（税込）

介護福祉経営士２級試験 準拠
  第3回「介護福祉経営士１級」 第11回「介護福祉経営士２級」
 受験料 9,720円（税込） 8,000円（税込）

 受験資格 「介護福祉経営士２級」資格認定者 年齢、学歴、国籍等の制約はありません
 試験会場　　　　　　　　　　 札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡 （予定）

体
系
的
に
学
び
、議
論
し
て

「
介
護
経
営
の
未
来
図
」を
描
い
て
み
よ
う
！

介
護
福
祉
分
野
に
お
け
る
新
資
格「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
２
０
１
３
年
４
月
に
誕
生
し
て
以
来
、１
０
０
０
人
を
超
え
る
合
格
者
が
誕
生
し
、
介
護
業
界
の
将
来
を
担
う
人

財
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
体
系
的
に
学
ん
だ「
介
護
福
祉
経
営
士
」た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。各
地
域
支

部
の
活
動
か
ら
、彼
ら
が
描
く「
介
護
経
営
の
未
来
図
」に
迫
っ
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
認
定

す
る「
介
護
福
祉
経
営
士
」は
、

「
介
護
福
祉
経
営
に
関
す
る
法

制
度
、
財
務
会
計
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
、
人
材
育
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
知
識
を
修
得
し
、か
つ
、

実
務
の
現
場
に
お
い
て
広
く
そ

の
知
識
・
経
験
を
発
揮
で
き

る
、『
介
護
福
祉
分
野
の
経
営
』

を
担
う
専
門
職
」で
あ
る
。

２
０
１
５
年
度
ま
で
に「
介

護
福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認

定
試
験
に
１
０
８
５
人
が
合

格
。
ま
た
、「
同
１
級
」合
格
者

は
１
５
３
人
に
達
し
て
い
る
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
め
ざ

す
要
因
の
一
つ
は
、
全
国
９
つ

の「
地
域
支
部
」で
開
催
さ
れ
る

研
究
会
・
勉
強
会
に
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の「
介
護
福
祉

経
営
士
」が
集
ま
っ
て
人
脈
を

広
げ
な
が
ら
、
お
互
い
に
学
び

得
た
総
合
的
な
知
識
、
実
践
的

な
ス
キ
ル
を
学
び
あ
う
、
他
に

な
い
場
を
求
め
て
、「
介
護
福

祉
経
営
士
」を
め
ざ
す
人
が
増

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
実
践
的
な
介
護
経

営
を
学
べ
る
地
域
支
部
の
活
動

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
一

例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

【
北
海
道
支
部
】

「
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
養
成
ゼ
ミ
」

２
０
１
５
年
５
月
に
第
１
期

「
基
礎
編
」の
ゼ
ミ
が
ス
タ
ー

ト
。
９
月
ま
で
の
５
カ
月
で
全

10
回
開
催
。
10
月
か
ら
は「
応

用
編
」第
１
期
が
今
年
３
月
に

か
け
て
全
６
回
開
催
さ
れ
、
引

き
続
き
第
２
期
が
今
年
５
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
受
講
生
の
大
半
は
30

代
の
介
護
職
員
で
あ
る
。

本
ゼ
ミ
は
、
ミ
ド
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー（
事
業
所
管
理
者
）を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は

事
業
所
全
体
の
管
理
や
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
・
育
成
な
ど
、
事
業

所
運
営
の
重
要
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
任

者
か
ら
は
、「
何
か
ら
手
を
つ

け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
ど

の
よ
う
に
体
系
的
に
育
成
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
開
講
に
至
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
介
護
福
祉
経

営
に
関
す
る
法
制
度
や
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
材
育
成
な

ど
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付

け
、
現
場
で
ど
う
取
り
組
む
か

を
学
ぶ
。
毎
回
課
題
に
沿
っ
た

発
表
担
当
を
選
出
、
担
当
者
は

次
回
に
ま
と
め
て
き
た
レ
ジ
ュ

メ
を
発
表
し
、
全
員
で
討
論
す
る

ゼ
ミ
形
式
で
進
め
ら
れ
る
。

【
九
州
支
部
】

「
人
を
育
て
、
組
織
を
変
え

る
！
『
介
護
経
営
塾
』
」

九
州
支
部
の「
介
護
経
営
塾
」

は
、
２
０
１
５
年
８
月
に
開
講

し
、
全
６
回
開
催
。
15
名
の
定

員
で
組
織
改
革
や
人
材
育
成
を

志
す
介
護
事
業
の
経
営
者
、
管

理
者
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
等
を
対

象
と
し
て
い
る
。

介
護
の
事
業
構
造
・
組
織
管

理
・
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
時

代
の
変
遷
を
捉
え
な
が
ら
あ
る

べ
き
姿
を
議
論
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
。

「
先
進
介
護
福
祉
経
営

〝
研
究
合
宿
〞
」

２
０
１
４
年
３
月
15
日
・
16

日
に「
先
進
介
護
福
祉
経
営〝
研

究
合
宿
〞」を
開
催
。
介
護
福
祉

経
営
士
９
人
が
参
加
し
た
。
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設

長
、社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
、

金
融
機
関
職
員
な
ど
多
彩
な
顔

ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
た
。

合
宿
は
共
生
型
の
地
域
包
括

ケ
ア
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る「
中
津
総
合
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
園
」（
大

分
県
中
津
市
）で
開
催
。
①
経

営
戦
略
、
②
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
、

③
人
材
管
理
・
育
成
、
④
独
自

性
の
４
つ
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

掲
げ
、
法
人
ト
ッ
プ
の
考
え
を

聞
い
て
各
事
業
を
視
察
。
情
報

活
発
化
す
る「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
地
域
支
部
活
動

（
次
頁
に
続
く
）

受講者全員での討論（北海道支部）

レジュメを発表する受講生（北海道支部）

法人トップの講義（九州支部）

受講生による意見交換（九州支部）
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交
換
会
も
実
施
さ
れ
、
質
問
が

飛
び
交
う
白
熱
し
た
展
開
に

な
っ
た
。
受
講
者
か
ら
は
、
い

ず
み
の
園
の
先
進
的
な
取
り
組

み
や
理
事
長
の
先
見
性
に
触

れ
、
驚
き
と
と
も
に
大
変
参
考

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
介
護
福

祉
経
営
士
同
士
で
大
い
に
刺
激

を
受
け
た
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
有
意
義
な
合
宿
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

【
関
東
支
部
】

「
未
来
志
向
型

　
介
護
経
営
研
究
会
」

２
０
１
６
年
度
よ
り「
未
来

志
向
型
介
護
経
営
研
究
会
」が

ス
タ
ー
ト
。
第
１
回
は
６
月
17

日
、「
診
療
報
酬
改
定
が
介
護

現
場
に
与
え
る
影
響
と
経
営
戦

略
」を
テ
ー
マ
に
、
遠
藤
正
樹
・

医
療
法
人
康
明
会
常
務
理
事
・

法
人
本
部
長
を
講
師
に
招
い
て

開
催
し
た
。

本
研
究
会
の
ね
ら
い
は
、
介

護
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
揺
れ
動
く
な
か
で
、
介
護

福
祉
や
医
療
な
ど
社
会
保
障
全

般
に
関
す
る
最
新
情
報
の
共

有
、
重
要
テ
ー
マ
に
関
す
る
研

究
を
行
い
、「
介
護
経
営
の
未

来
図
」（
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
）を
描

く
こ
と
が
目
的
。

毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
師

を
招
き
、
情
勢
や
課
題
、
展
望

な
ど
を
掘
り
下
げ
る
。

第
２
回
は
８
月
19
日（
金
）16

時
よ
り
、
宮
島
俊
彦
・
元
厚
生

今
、注
目
さ
れ
る
ニュー
リ
ー
ダ
ー
11
人
の
発
想
と
人
材
育
成
術

労
働
省
老
健
局
長
を
講
師
に
招

き
、「
２
０
１
８
年
度
の
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
に

向
け
た
課
題
」を
テ
ー
マ
に
開

催
予
定
。

新 刊 案 内

介護ってなに？
子どもたちに“介護のほんとう”を伝える本
これからの日本をつくる子どもたちが、
人間として最期まで幸せに
暮らすためになすべきこと、
必要なことを見つけるヒントになる1冊

第１章　介護って何ですか？
第２章　介護の現場では何が起きていますか？
第３章　私たちが考えなければいけないこと
第４章　介護のいらない世界をめざして
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一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
主
催

す
る「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」

お
よ
び「
同
１
級
」資
格
認
定
試

験
が
11
月
13
日（
日
）に
同
日
実

施
さ
れ
る
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は

年
齢
、
学
歴
、
国
籍
等
の
制
約

や
、
保
有
資
格
、
介
護
職
の
経

験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
し
て

「
同
１
級
」は
、「
同
２
級
」の
資

格
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
受
験

条
件
と
な
っ
て
い
る
。
７
月
10

日
実
施
の
第
10
回「
２
級
」資
格

認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
も
、

入
会
申
し
込
み
を
す
る
こ
と

で
、
今
回
の
１
級
試
験
を
受
験

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
１
級
」試

験
は
、全
50
問（
80
分
）の
マ
ー

ク
シ
ー
ト
記
入
式
で
行
わ
れ

る
。試

験
科
目
は
、
①
介
護
福
祉

経
営
概
論
、
②
介
護
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
③
事
務

管
理
／
人
事
・
労
務
管
理
、
④

介
護
福
祉
財
務
会
計
、
⑤
組
織

構
築
・
運
営
、
⑥
介
護
福
祉

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
経
営
戦

略
、
⑦
介
護
福
祉
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
、
⑧
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、⑨
医
療
・

介
護
福
祉
連
携
と
チ
ー
ム
介

護
、⑩
介
護
事
故
と
安
全
管
理
、

⑪
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
お
よ
び
総
合
問
題（
社
会

保
障
に
関
す
る
時
事
問
題
等
）。

合
格
後
は
、「
介
護
福
祉
経

営
士
」実
践
研
修
を
経
て
、「
同

１
級
」に
認
定
さ
れ
る
。

な
お
、
日
本
介
護
福
祉
経
営

人
材
教
育
協
会
の
北
海
道
支
部

で
は
、「
介
護
福
祉
経
営
士
1

級
」対
策
の
勉
強
会
を
行
っ
て

い
る
。

受
験
申
込
は
、
８
月
２
日
よ

り
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nkfk.jp/

）に
て

受
付
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

（
前
頁
よ
り
続
く
）

本書で取り上げた、介護の未来をつくる新リーダー
1.　注目を集めるケアスタイル“藤沢
モデル”の原点は「心地よい居場
所作り」

加藤忠相（株式会社あおいけあ代表取締役）

2.　時代のニーズに応え新しい
プログラムを構築する

佐久間裕章（特定非営利活動法人自立支援セン
ターふるさとの会代表理事）

3. 目の前にある課題をひとつひ
とつ解決していく

飯田大輔（社会福祉法人福祉楽団常務理事、株
式会社恋する豚研究所代表取締役）

4. 認知症になっても安心して暮
らせるよう地域で支え合う関
係を構築

若野達也（一般社団法人SPS 若年認知症サポ
ートセンターきずなやゼネラルマネージャー）

5. ご利用者とご家族の想い、介
護職のためのエンディングカ
ンパニーを

幸地伸哉（ 西宮介護ネットワーク・街づくりプロジ
ェクト代表、·株式会社グローバルウォーク代表取締
役）

6. ソーシャルワークの理想を敷
衍するロールモデルをめざす

中島康晴（特定非営利活動法人地域の絆代表
理事）

7. 福祉介護情報のビッグデータ
管理・運用で最適な情報を 鹿野佑介（株式会社ウェルモ代表取締役CEO）

8. ひとつ欠けてもチームが成り
立たない「パズルのピース」を
育て上げる

内藤勇一
（ 社会福祉法人来光会理事兼業務統括施設長、
介護老人福祉施設しろやま施設長）

9. 認知症ケアと成果の見えるリ
ハビリを重視し“介護”にとらわ
れない新たな概念を提示

水戸康智（株式会社MOE ホールディングス代表
取締役社長兼CEO）

10. ビュートゾルフ柏を稼働 吉江　悟（訪問看護ステーションビュートゾルフ柏、
看護師、保健師）

11. 「地域の人の幸せ」を視点に
したパラダイムシフトが求めら
れている

紅谷浩之（オレンジホームケアクリニック代表）

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
、

日
本
経
済
の
課
題
解
決
へ
向
け

て「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」が

示
さ
れ
た
。
介
護
分
野
に
お
い

て
は「
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の

適
正
化
」「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改

革
」「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」

「
負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平
な
負

担
、 

給
付
の
適
正
化
」と
い
う
方

向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
今
後
、

介
護
保
険
、
高
齢
者
福
祉
政
策

の
流
れ
を
大
き
く
変
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
は
、
団
塊
世
代
の

価
値
観
が
主
流
と
な
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
科
学
技
術
の
活
用
に
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
も
変

化
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
大
転
換
期
の
な

か
、
各
地
で
従
来
の
価
値
観
に

し
ば
ら
れ
な
い
新
し
い
発
想
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
て
い

『
介
護
経
営
白
書
２
０
１
６
│
２
０
１
７
年
版
』発
刊

介
護
福
祉 

新
時
代
の〝
到
来
〞

新刊
案内

る
。
新
し
い
介
護
の
価
値
観
を

つ
く
り
出
す
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー

に
焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
介
護
経
営
に
必
須
の
人

材
に
つ
い
て
徹
底
検
証
し
て
い

く
。
登
場
す
る
の
は
株
式
会
社

あ
お
い
け
あ
代
表
・
加
藤
忠
相

氏
、
西
宮
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
・
幸
地
伸
哉
氏
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
地
域
の
絆
代
表

理
事
・
中
島
康
晴
氏
等
11
名
。

取
り
上
げ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち

に
は
自
由
な
発
想
と
抜
群
の
行

動
力
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
に
相

応
し
い
経
営
哲
学
と
人
材
育
成

術
を
体
得
し
て
い

る
。
既
成
の
概
念

を
打
ち
破
る
挑
戦

的
な
姿
勢
と
、
失

敗
を
恐
れ
な
い
強

い
使
命
感
が
、
彼

ら
を
衝
き
動
か
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ

う
。
介
護
福
祉
新
時
代
の
到
来

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
、
日
本
介
護
福
祉
経

営
人
材
教
育
協
会
副
代
表
理

事
・
時
田
純
氏
と
、
介
護
福
祉

指
導
教
育
推
進
機
構
代
表
理

事
・
黒
澤
貞
夫
氏
に
よ
る
特
別

対
談
を
掲
載
。
介
護
福
祉
の
世

界
で
60
年
歩
み
続
け
た
二
人

が
、
培
っ
て
き
た
知
見
を
後
進

へ
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
と
し

て
、
介
護
の
変
わ
る
価
値
、
変

わ
ら
な
い
価
値
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。

■ 発 行：日本医療企画
■ 企画・制作：ヘルスケア総合政策研究所 
■ 体 裁：B5判／ 236 ページ（予定） 
■ 定 価：本体価格 4,000 円 + 税 
■ ISBN：978-4-86439-462-8

第
３
回
１
級
、第
11
回
２
級
試
験

８
月
２
日
申
込
ス
タ
ー
ト
！
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社労士事務所Office Follow（東京都港区）
社会保険労務士、介護福祉士、介護福祉経営士2級、
介護福祉教育エキスパート

松
まつおか

岡 勇
はや

人
と

介
護
現
場
を
知
る

社
会
保
険
労
務
士
を
め
ざ
す

私
は
、
２
０
１
４
年
に

「O
ffice Follow

」を
設
立
、

介
護
分
野
に
特
化
し
た
社
会
保

険
労
務
士
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

大
学
卒
業
後
、
大
手
小
売
業

に
就
職
。
入
社
５
年
目
、
チ
ー

フ
と
し
て
現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
任
さ
れ
た
際
、
パ
ー
ト
職

員
か
ら
有
給
休
暇
に
関
す
る
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
社
会
保
険
労
務
士
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
仕
事
と
の
両
立
に
苦
労
し

な
が
ら
資
格
を
取
得
、
社
会
保

険
労
務
士
と
し
て
の
活
動
を
進

め
て
い
く
う
ち
に
、自
分
も「
専

門
分
野
」を
持
ち
、
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
頭
に
浮
か
ん
だ

キ
ー
ワ
ー
ド
が「
介
護
」で
し

た
。
私
は
高
校
時
代
か
ら
45
歳

ま
で
家
族
の
介
護
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
父
の
介
護

の
た
め
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
の
資
格
も
取
得
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
勤
務
し
て
い
た
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
の
所
長
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
も
っ
と

介
護
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
た
め

に
、
思
い
切
っ
て
介
護
の
世
界

に
飛
び
込
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。平

日
は
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所
に
勤
務
し
な
が
ら
、
土
日

は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職

員
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
平

日
は
夜
勤
に
も
入
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
よ
く

体
力
が
も
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
若
い
か
ら
で
き
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
後
、
訪
問
介
護

事
業
所
に
も
勤
務
し
、
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
の
経
験
も
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
社
会
保
険

労
務
士
と
し
て
の
身
分
を
明
か

す
こ
と
な
く
介
護
職
員
と
し
て

ト
ー
タ
ル
８
年
間
働
き
、
介
護

福
祉
士
の
資
格
も
取
得
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
介
護
職
員
の
悩

み
や
現
場
の
問
題
点
、
経
営
者

の
苦
労
な
ど
を
、
社
会
保
険
労

務
士
、
介
護
職
員
、
両
方
の
視

点
で
見
て
き
ま
し
た
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」
は

介
護
経
営
を
体
系
的
に
学
べ

る
資
格

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
介
護

経
営
に
つ
い
て
検
索
し
て
い
た

時
に
偶
然
見
つ
け
ま
し
た
。
介

護
の
現
場
に
向
け
て
、
労
務
管

理
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
も
っ

と
大
き
な「
経
営
」と
い
う
視
点

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
き
た

い
と
考
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
決

意
し
ま
し
た
。
早
速
テ
キ
ス
ト

を
購
入
し
、
介
護
報
酬
に
関
す

る
部
分
な
ど
今
ま
で
自
分
が
あ

ま
り
関
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

分
野
を
中
心
に
勉
強
し
ま
し

た
。
合
格
後
は
、
支
部
で
開
催

さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
現
場
の
「
労
働
」
を

「
牢
働
」
か
ら
「
朗
働
」
へ

介
護
分
野
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
仕
事
の
幅
も
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
最
近
は「
介
護
甲

子
園
」を
運
営
す
る
一
般
社
団

法
人
日
本
介
護
協
会
の
情
報
誌

『
介
護
応
援
隊
』の
編
集
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
社
会

保
険
労
務
士
の
受
験
対
策
書
籍

の
執
筆
、
テ
キ
ス
ト
の
制
作
に

関
わ
っ
て
い
た
経
験
も
活
か
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

多
く
の
介
護
現
場
に
は「
真

の
介
護
リ
ー
ダ
ー
」が
い
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
を
出

て
数
年
で
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
た
若
者
が
職
場
の
人
間
関

係
に
疲
れ
て
離
職
し
て
し
ま
う

現
実
を
見
る
た
び
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
学
ぶ
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

働
き
や
す
い
労
働
環
境
が
良

質
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
だ

し
、
た
く
さ
ん
の
利
用
者
さ
ん

が
集
ま
る
こ
と
で
経
営
も
安
定

し
て
い
き
ま
す
。
介
護
現
場
の

「
労
働
」を「
牢
働
」か
ら「
朗
働
」

へ
。
介
護
の
現
場
経
験
の
あ
る

社
労
士
と
し
て
、
労
使
双
方
の

視
点
か
ら
労
働
環
境
の
改
善
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

労
使
双
方
の
視
点
か
ら

労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
る

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は
こ
れ
ま
で
、計
９
回
の
資
格
認
定
試
験
で
、累
計
１
０
８
５
名
の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
・
事
業
所
、企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
が
受
験
し
、合
格
し
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
目
的
で
受
験
し
、ど
の
よ
う
に

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
業
務
に
活
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、合
格
者
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

合格者の声

新 刊 案 内

介護を変える 未来をつくる
～カフェを通して見つめるこれからの私たちの姿～
同じ悩みを抱える仲間が集まると、ともにめざす夢や希望が見つかった

ちょっとしたきっかけが自身を変え、
未来をつくりだすことができる。
そんなプライドと
エネルギーを回復させるための１冊

第１章　気づきとパワーをくれるカフェに来ませんか？
第２章　「未来をつくるkaigoカフェ」で見つけました
第３章　カフェを開いてみませんか？

目　　次高瀬比左子
（未来をつくるkaigoカフェ代表）
■発 行：日本医療企画
■体 裁：A5判、並製、208頁
■定 価：1,500円＋税

「
介
護
福
祉
教
育
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
講
座
」

第
２
回 

名
古
屋
講
座

一
般
社
団
法
人
介
護
福
祉
指

導
教
育
推
進
機
構
は
５
月
21
、

22
日
の
２
日
間
、
愛
知
県
名
古

屋
市
で「
介
護
福
祉
教
育
エ
キ

ス
パ
ー
ト
養
成
講
座
」第
２
回

名
古
屋
講
座
を
開
催
し
た
。
同

養
成
講
座
は
、
介
護
分
野
の
教

育
者
を
対
象
に
教
育
・
指
導
の

質
を
高
め
る
た
め
に
、
あ
ら
た

め
て「
介
護
」に
つ
い
て
学
ん
で

も
ら
お
う
と
す
る
も
の
。
２
０

１
５
年
に
続
く
開
催
と
な
っ

た
。第
２
回
名
古
屋
講
座
に
は
、

地
元
の
東
海
地
区
を
は
じ
め
近

畿
、
四
国
地
区
な
ど
か
ら
高
校

の
教
諭
や
介
護
事
業
所
の
職

員
、
教
育
担
当
者
な
ど
９
名
が

参
加
し
た
。

今
回
の
名
古
屋
講
座
は
、
同

機
構
の
理
事
で
松

本
短
期
大
学
教
授

の
木
村
久
枝
氏
が

講
師
を
務
め
、「
介

護
と
は
」「
介
護
専

門
職
と
し
て
の
職

業
観
」「
介
護
に
お

け
る
教
育
者
像
」

の
３
つ
の
テ
ー
マ

で
講
義
を
お
こ

な
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
講
義
後
に
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
り
問
題
の
整

理
や
理
解
を
深
め

次
の
講
義
へ
と
進

め
た
。

今
回
は
、
２
日

間
の
集
中
講
座
と

な
っ
た
こ
と
や
、

３
つ
の
講
義
テ
ー
マ
ご
と
に
メ

ン
バ
ー
を
入
れ
換
え
て
参
加
者

全
員
と
語
り
合
え
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
介
護
に
つ
い

て
語
り
、
学
べ
る
内
容
の
濃
い

講
座
と
な
っ
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
他
職
種

の
方
々
と
意
見
交
換
が
で
き

て
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」「
学

校
教
育
の
面
で
、
実
践
現
場
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
例
を
取
り
入
れ

て
お
り
、非
常
に
共
感
で
き
た
」

と
の
声
が
聴
か
れ
た
。

次
回
の
名
古
屋
講
座
は
10
月

頃
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
で
の
講
座
は

９
月
10
、
11
日
に
開
催
が
決

ま
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
報
告  

一
般
社
団
法
人
介
護
福
祉
指
導
教
育
推
進
機
構

講義を行う木村久枝氏
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　 　関東支部　第3回介護経営実践講座のご案内

介護事業者のための
「経営計画・事業計画」のつくり方
～利用者、職員、地域に選ばれる組織づくり～
　独立行政法人福祉医療機構から講師を招き、福祉貸付事業やコンサルティ
ング等、これまでの実績をもとに、計画策定にあたってのポイントや事例等
を用いて、介護福祉事業における経営計画・事業計画の策定の手法について
わかりやすく解説する。

■日　時：2016年7月30日（土）14：00～17：00
■講　師：中野佑一氏

（独立行政法人福祉医療機構経営サポートセンターコンサルティンググ
ループコンサルティングチーム主査） 

■会　場：株式会社日本医療企画　本社5階
（東京都千代田区神田岩本町4-14　神田平成ビル）

■参加費：2,000円（介護福祉経営士）　5,000円（一般）　※いずれも税込

■お申込み：協会ホームページ内「セミナー・研究会活動」または下記お問い合わせ先まで。

■主　催：日本介護福祉経営人材教育協会　関東支部

■お問い合わせ：日本介護福祉経営人材教育協会　関東支部
（株式会社日本医療企画　関東支社 内）
電話：03-3256-2885

　セミナー案内（協賛：日本介護福祉経営人材教育協会　関東支部）

黒澤貞夫氏が語る！！　介護職の本当の喜び
　60年にわたり介護福祉に携わる黒澤貞夫氏が、介護職の「喜び」「仕事への誇り」について、
自身のエピソードを交えながら熱く語る。介護福祉の多様で豊かな世界に触れ、介護という仕事
を見つめ直すための絶好の機会だ。

■日　時：2016年7月28日（木）18:00～19:30
■演　者：黒澤貞夫氏（一般社団法人介護福祉指導教育推進機構代表理事）
■会　場：株式会社日本医療企画　もとみやセミナールーム

（東京都千代田区神田東松下町17番地　もとみやビル3階）
■参加費：3,000円（介護福祉経営士）　4,000円（一般）　※いずれも税込
■お申込み：株式会社日本医療企画、一般社団法人介護福祉指導教育推進機構ホー

ムページまたは下記お問い合わせ先まで。
■主　催：株式会社日本医療企画
■協　力：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構
■お問い合わせ：株式会社日本医療企画　関東支社

電話：03-3256-2885

　関東支部　第2回未来志向型介護経営研究会のご案内

2018年度の診療報酬・介護報酬
同時改定に向けた課題
　2018年度に予定されている診療報酬・介護報酬同時改定に向けて、元厚
生労働省老健局長の宮島俊彦氏を招き、情勢や課題、展望を詳しく伺う。

■日　時：2016年8月19日（金）16：00～18：00
■講　師：宮島俊彦氏（元 厚生労働省老健局長）

■会　場：株式会社日本医療企画　もとみやセミナールーム
（東京都千代田区神田東松下町17番地　もとみやビル3階）

■参加費：2,000円（介護福祉経営士）
4,000円（介護福祉マネジメント基礎講座修了者、『介護ビジョン』定期
購読者、医療経営士、介護福祉指導教育推進機構正会員、日本栄養
経営実践協会会員）
8,000円（一般）
※いずれも税込

■お申込み：協会ホームページ内「セミナー・研究会活動」または下記お問い合わせ先まで。

■主　催：日本介護福祉経営人材教育協会　関東支部

■お問い合わせ：日本介護福祉経営人材教育協会　関東支部
（株式会社日本医療企画 関東支社 内）
電話：03-3256-2885
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介
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介
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。
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独
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す
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。
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人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

夏場は利用者の食欲減退・脱水症が予想される。本特集では低栄養・脱水症予防、QOL向上などを実
現するためのポイントを検証するとともに、実際に「食」について取り組んでいる事業所や企業の事
例を紹介。「食事の提供」が単なるルーチンワーク化しないようにするための一助としていただく。

袴田義輝
（長谷川介護サービス株式会社　代表取締役社長）

ときの人

ルーチンワークから脱却！

「食」から介護を考える特 集


